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1. はじめに 

近年，災害情報の伝達手段は多様化している．

スマートフォンや SNS の普及により，従来に比

べて受け取れる災害情報の量は増え，迅速な対

策や避難行動がとれるようになりつつある． 

地方自治体では，防災分野における DXの推進

や，市民への災害対策システムの提供など，具

体的な災害対策の IT 化を進めつつある．東京都

の「東京防災プラン進捗レポート 2023」[1]では，

デジタルツインを活用したシミュレーションや，

IoT による発災前の事前対策などが，取り組みと

して挙げられている．また，災害発生時の対策

としては，避難所や重要施設の Wi-Fi環境の整備

やオペレーションシステムの構築を行っている． 

さらに，災害予測や過去の事例に関するにオ

ープンデータの提供を行っており，災害に関す

る様々な情報が公開されている．国土交通省が

主導しているオープンデータとしては，「指定

緊急避難所の全国データ（公開している市区町

村すべて）」の CSV データ[2]や「洪水浸水想定

区域データ（河川単位）」の GeoJson データ[3]

などがある．これらのデータは，可視化やシス

テム化を行いやすいデータ形式となっている．

本研究では，これらのオープンデータを用いて，

大規模かつ迅速なデータ提供が可能となるシス

テム基盤と，災害情報を可視化する Web アプリ

ケーションの開発を行った． 

 

2. 先行事例 

松田らの研究では「複合実現を活用した災害

調査支援システムの開発」[4]として，MR による

3D 空間内での水害情報の可視化を行っている．

災害情報の可視化や災害発生前の対策を提案し

ている点で本研究と類似性がある． 

石田らの研究では「自然災害発生時における

自助ウェブアプリケーションの開発」[5]として， 

 
 
 
 
 
 
 

SNS APIや避難所情報，ハザードマップ等を用い

た自然災害発生時を想定したアプリケーション

の開発を行っている．複数の災害情報を一括管

理する方法を模索している点で本研究と類似性

がある． 

 水野らの研究では，「オープンデータと AI を

用いた豪雨災害時の 物資輸送経路予測および適

用に関する研究」[6]として，GISを道路ネットワ

ークによる豪雨における物資輸送経路の予測を

行っている．災害発生前の対策を論じている点

で本研究と類似性がある． 

 木下らの研究では，「災害用 AR アプリケーシ

ョンの開発とロケモシェアによる情報共有」[7]

として，AR を用いた浸水シミュレーションの開

発を行っている．こちらも，避難情報の可視化

を行っている点で類似性がある． 

 

3. システムの開発 

本システムは「指定緊急避難所の全国データ

（公開している市区町村すべて）」の CSV と災

害の種別に応じた GeoJsonを用い，汎用的な可視

化基盤を提供することを目的としている． 

 本システムでは Go 言語と Nuxt.js を用いたデ

ータの一括管理を行うシステム(図 1)を構築して

いる． 

 

 
図 1 システム構成 

 

本システムは，大規模なデータを取り扱い可

能な構成となっている．避難所情報や災害情報

などの CSV データや GeoJson データは，サーバ

起動時にマスターデータとして MySQL にインポ

ートされ，参照されたデータは API サーバのメ

モリにキャッシュされる．以降はデータベース

ではなく API サーバにキャッシュされたデータ

を参照することによって，データの参照を高速

化することができる．ユーザ情報やシステムに
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関連する情報はデータベースを最大 64 台にシャ

ーディングすることで，参照や更新による負荷

を軽減し高速なデータ提供を行える． 

今回は構築した APIを用いて Google Map に避

難所情報と水害情報を可視化する Web アプリケ

ーション(図 2)の開発を行った． 

 

 
図 2 避難所情報可視化システム 

 

本システムでは，都道府県や住所により避難

情報を可視化することが可能である．洪水浸水

情報は，河川名を入力することで Google Map に

浸水規模に対応したベクタデータを反映させる

こととした．また，Google Map に可視化する際

に，WebGL Overlay View による 3D表示(図 3)を

可能としたことによって，建築物の高さや避難

所の規模を視覚的に確認することができる．津

波や洪水発生時に使用される避難所は，建物の

高さや河川からの距離などを考慮する必要があ

ることから，本システムにおける高さ情報を考

慮した避難所の可視化は有効だと考える． 

 

 
図 3 WebGLによる 3D表示（東京都） 

 

4. まとめ 

本研究では，オープンデータを用いたデータ

を扱う API 基盤と可視化システムの開発を行っ

た．開発したシステムを運用することでオープ

ンデータをより扱いやすい形式に加工し，シス

テム内での利用を容易にすることができた．ま

た，マスターデータ化した避難所や災害情報は

サーバ内のキャッシュを用いることで，高速に

参照可能となった．システムに利用するユーザ

データは，シャーディングすることで大規模な

アプリケーションの利用にも対応できる構成と

なっている．また，災害情報の可視化には，

WebGL による 3D 表示を行うことで，建築物の

高さ情報や規模を考慮した可視化を行うことが

可能となるデジタルツインシステムの開発を行

った．本システムを利用することで，各地域の

避難所データと河川データを用いた浸水ランク

に応じた避難所の可視化を行うことができる． 

本システムを用いることで，複数のオープン

データの情報を用いた災害の情報可視化が可能

となった．一方，開発を通じて確認された課題

として，オープンデータとして提供されている

データであっても，避難所情報の災害項目と水

害情報のベクタデータが一致していない部分や，

年数の経過により災害情報が更新されていない

避難所などが確認できたため，適切なデータの

精査と矛盾のないデータの提供を行う仕組みが

必要であると考える． 

今回はオープンデータを基盤化して可視化を

行うことに着目したが，今後は時系列によるデ

ータの反映を行うことで，オープンデータによ

る災害シミュレーションへの活用を目指してい

くこととする． 
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